
成分名 N-メチル-2-ピロリドン 

英 名 N-Methyl-2-pyrrolidone 

CAS No. 872-50-4 

収載公定書  薬添規  外原規  ＥＰ  ＮＦ 

A TOXNET DATABASE https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/872-50-4  

 

 

投与経路 用途 

一般外用剤  可溶（化）剤 

 

 単回投与毒性 

LD50 

動物種 投与経路 LD50 文献 

ラット 経口 3084-7900mg/kg Malley et al., 2001 1) 

マウス  経口 3500-7725mg/kg Malley et al., 2001 1) 

ウサギ 経口 3500mg/kg Malley et al., 2001 1) 

モルモット 経口 4400mg/kg Malley et al., 2001 1) 

 

 反復投与毒性 

マウス 

① 1群雌雄各10匹のマウスに 0、1000、2500又は 7500ppmの N-メチル-2-ピロリドン含有食を 28日間又

は 90 日間与えた。雌雄共に体重及び摂餌量に変化は見られなかった。2500、7500ppm 群（28 日間）でコレ

ステロール、トリグリセリド、カルシウム及びアルカリフォスファター ゼ値に変化が見られた。これらの変化は毒物

学上重要でないと評価された。また、雄の 2500、7500ppm群で肝臓重量の増加が見られた。2) (Malley et al., 

1999) 

② 1 群雌雄各 5 匹のマウスに 0、500、2500、7500 又は 10000ppm の N-メチル-2-ピロリドン含有食を 28

日間与えた。肝の混濁膨張が雌では 18000ppm群で 2 例、30000ppm群で 3例、雄では 30000ppm群で 4

例に見られた。雌雄共に 2500ppm 以上の群で異常尿変色が見られた。無毒性量は 2500ppm であった。3) 

(Malek et al., 1997) 

ラット 

① 1 群雌雄各 62 匹のラットに 0、1600、5000 又は 15000ppm の N-メチル-2-ピロリドン含有食を 2 年間与

えた。雌雄共に 15000ppm 群に体重増加が見られた。1) (Malley et al., 2001)  

② 1 群雌雄各 10 匹のラットに 0、3000、7500 又は 18000ppm の N-メチル-2-ピロリドン含有食を 90 日間

与えた。雌雄共に7500及び18000ppm群で体重減少及び摂餌量減少が認められた。神経反応試験におい

て雄の 7500 及び 18000ppm 群で鎮静作用を示唆する覚醒レベルの低下及び眼瞼閉鎖が認められた。雌雄

共に 18000ppm 群で腎重量が増加し、雌 18000ppm 群で肝肥大が認められた。2) (Malley et al., 1999)  

③1 群雌雄各 5 匹のラットに 0、2000、6000、18000 又は 30000ppm の N-メチル-2-ピロリドン含有食を 28

日間与えた。雄 18000群及び雌雄30000ppm群で体重及び摂餌量の減少が認められた。雌雄18000及び

30000ppm 群で脂質、タンパク質および炭水化物の代謝異常を示す臨床学的な化学変化が見られた。また、

組織病理学的変化は N-メチル-2-ピロリドン摂取と直接関係があると判断できなかった。30000ppm 群の血
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液(軽度の白血球減少)、組織病理学的変化(骨髄、睾丸の退化および衰退、および胸腺の衰退)は、雌雄

共に栄養上の問題及び体重減少による二次的なものであると判断された。雌雄共に 18000ppm 以上のグル

ープに異常尿変色が見られた。無毒性量は雌 18000ppm、雄 6000ppm であった。3) (Malek et al., 1997)  

 

 遺伝毒性 

該当文献なし。 

 

 癌原性 

マウス 

1 群雌雄各 50 匹のマウスに 0、600、1200 又は 7200ppm の N-メチル-2-ピロリドン含有食を 18 ヶ月間与え

た。雄の 7200ppm 群で肝細胞癌および肝肥大の発生率が高く、また、雄の 1200 群で肝肥大の発生率が高

かった。雌の各群では、肝細胞癌の発生率は対照群以下であった。1) (Malley et al., 2001) 

 

 生殖発生毒性 

ラット 

① 受胎ラットに、妊娠日から 1日 6時間、30, 60, 120ppm の N-メチル-2-ピロリドンに曝露した。60, 120ppm

の N-メチル-2-ピロリドンに曝露されたラットは妊娠日から 6～13日の間に摂餌量が顕著に低下した。120ppm

の N-メチル-2-ピロリドンに曝露されたラットの胎仔の体重は低下した。母体及び発達毒性に対する無毒性量

は、それぞれ 30 および 60ppm でしあった。5) (Saillenfait et al., 2003)  

② 受胎ラットに、受胎後 6 日目から 20 日目の間、0（蒸留水）, 125, 250 500 又は 750mg/kg/day の N-メ

チル-2-ピロリドンを経口投与した。500mg 及び 750mg/kg/day の N-メチル-2-ピロリドンを投与したラットは、

受胎による体重増加及び摂餌量が顕著に低下した。500及び 750mg/kg/day 群では奇形の発生が著しく増

加した。母体及び発達毒性に対する無毒性量は、それぞれ250および125mg/kg/dayであった。4) (Saillenfait 

et al., 2002) 

 

以下については該当文献なし。 

 局所刺激性 

 その他の毒性 

 ヒトにおける知見 
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